
 

「福祉バザー」の開催 

／東金市社会福祉協議会 
事業名：福祉バザー 

○具体的な内容・中身 

・地域活動をするための財源確保を自分たちで行う。 

・社協理事・地区社協・ボランティア連絡協議会の三本柱で実施。 

 

○その事業を始めたきっかけ 

・昭和６０年から実施 

・自主財源の確保や社協のＰＲ、地域の方との連携作りの場として開始。 

 

○事業の特長、特に強調したい点 

・近年の売り上げ目標額は２５０万円であるが、単なる寄付では集めることのできない額

を得ることができている。最高時には３５０万円を売り上げたこともある。 

 

○事業の財源と事業費の内訳、業務量（事務量、負担感・協力者の人数等） 

・実行委員５０名、スタッフ総勢１００名以上・・・全員がボランティアで活動している。 

・財源は売り上げから補填しており、純利益は２００万円強。 

 

○事業の効果、住民・関係者からの評価 

・財源確保という目的を達成できている。 

・当日には、朝６時から並んでいる方もおり、住民の方にも好評である。 

・関係者からは、準備の負担が大きいとの声もある。 

 

○今後、同じような活動を始めるに当たってのヒント・アドバイス 

・既存のスーパーで用が足りるので、時代のニーズとは逆行するのかもしれない。 

・地域の特産物を生かすことができる場である。 

・わざわざ販売する商品を購入してまで用意してくれる方もいるため、商品の提供者に気

を使わせない収集方法の検討が必要である。 

 

この事業に関する問合せ先：東金市社会福祉協議会（担当：菅野） 電話 0475-52-5198 

（平成 28 年 3 月 23 日作成）  

“わたしたちの社協の一押し事業” 



  周知用回覧チラシ 



 

 

 

 

報告用回覧チラシ 



各地区での準備 

 

 

 

 

 

搬入の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会場の様子 


